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１.はじめに 

筆者は経穴の形態学的研究１）２）３）並びに鍼灸作用機序４）５）６）７）８）９）１０）１１）を追い求

めて四半世紀を過ぎようとしているが、これらの研究への思いは尽きない。神経伝達物質

含有知覚神経が引き起こす鍼灸作用機序の研究については、幸いにして、（社）全日本鍼灸

学会第一回高木賞を受賞し、名古屋大学において医学博士の学位を頂くことができた。 

研究を通して、鍼灸刺激を受けた知覚神経が放出する神経伝達物質が血液循環を増加し、

免疫を調節し、痛覚抑制を引き起こし、また、自律神経を調節する作用をもたらすことを

明らかにした。この研究の観点から小児鍼の作用機序についてまとめたので報告する。 

 

２．神経伝達物質含有知覚神経が引き起こす鍼灸作用機序 

皮膚の血管やリンパ管と密接に走行する神経伝達物質である substance-P(SP)と

calcitonin-gene-relatede peptide(CGRP)を含有する知覚神経４）５）８）を筆者らが報告した。

SP は血管透過性を亢進し、CGRP は血管を拡張する作用を有し、また、SP は免疫力を亢進し、

CGRP は免疫力を抑制する作用を有するとされている。   

鍼灸刺激により血管周囲で放出された SP と CGRP は血液循環を改善１２)し、リンパ管周囲

で放出された SP と CGRP は免疫力を中庸４）５）８）に保つように作用する。鍼灸刺激により放

出された神経伝達物質は、中枢に向けて侵害刺激情報を伝達し、末梢において血液循環の改

善、免疫調節、痛覚抑制並びに自律神経調節を引き起こすことになる。 

皮膚への鍼灸刺激は、両神経伝達物質含有知覚神経の高位軸索反射９）１２）１３）または後根

神経節における知覚神経間のクロストークメカニズム１４）１５）を介して体表遠隔部位、脳、

内臓臓器、自律神経などに伝わると考えられる。 

 

３．小児鍼が大脳を発育する機序 

鍼灸刺激が後根神経節由来の知覚神経を介して脳に至り、脳底並びに大脳皮質表面から脳

血流を増加し、更に、脳内自律神経節において SP・CGRP の両受容体を持つ脳内自律神経

に影響を及ぼすことが考えられる。以下はこれらを引き起こす４つのルート。 

 
① 頂部・後頭部・側頭における大後頭神経・小後頭神経・大耳介神経領域への鍼灸刺激が

C1-3 後根神経節を介し椎骨動脈神経とともに脳内に至り、後大脳動脈から脳内動脈系に

至るルート１６）１７）１８）。 

 
② 顔面の三叉神経領域への鍼灸刺激が、三叉神経節を介し鼻毛様体神経、内篩骨動脈、前大

脳動脈を経て脳内動脈系に至るルート。このとき顔面血流も増加する１９）２０）。 

 
③ 体幹・体肢への鍼灸刺激が、後根神経節を介して交感神経幹を上行し、内頚動脈神経とと



もに脳内に至り、前大脳動脈、中大脳動脈、ウｨリス動脈輪を経て脳内動脈系に至るルー

ト１３）１６）１７）１８）。 

 
④ 体幹・体肢への鍼灸刺激が、後根神経節を介し脊髄網様体路を経由し、マイネルト核から

大脳皮質動脈系に至るルート２１）２２）。 

 
小児鍼刺激部神経伝達物質含有知覚神経は、上記４ルートを経由して脳に於ける血流増加

並びに脳内自律神経調節作用を引き起こし、小児発達途上の大脳の発育を促すことができる。  

 

４．小児鍼が内臓の発育を促進する機序   

 皮膚知覚神経と後根神経節を同じくする内臓に至る知覚神経１３）２３）が報告されており、

これらがSPやCGRPを含有し内臓の血管・リンパ管に密接して走行している。小児鍼刺激は、

刺激部知覚神経から後根神経節を同じくする内臓に至る知覚神経を介して内臓の血管やリ

ンパ管に至り、内臓知覚神経終末から SP や CGRP を放出させ内臓の血液循環を増加し、免疫

を調節して、内臓の発育を促進することができる。 

 

５．小児鍼が自律神経作用を促進する機序 

小児鍼刺激を受けた知覚神経は、同じ後根神経節由来の内臓自律神経節に至る知覚神経を

刺激し、神経節内で SP や CGRP を放出させ、SP・CGRP の両受容体を有する自律神経に内臓自

律神経作用を引き起こす２４）２５）。この反応は小児鍼刺激により引き起こされた脳内自律神経

作用とともに自律神経作用を促進することができる。 
 

６．結語 

鍼灸刺激により神経伝達物質含有知覚神経が引き起こす鍼灸作用機序という観点から、小

児鍼の作用機序は以下のようにまとめることができる。 

 

１）小児鍼刺激部の神経伝達物質含有知覚神経が、後根神経節を介して脳や内臓の血管やリ

ンパ管に密接して走行する神経伝達物質含有知覚神経を刺激して、SP や CGRP を放出さ

せて血流を増加し、免疫を調節することにより小児の脳や内臓の発育を促す。 

 

２）小児鍼刺激部の神経伝達物質含有知覚神経が、後根神経節を介して脳や内臓の自律神経

節内に至る神経伝達物質含有知覚神経を刺激して SP や CGRP を放出させ、SP や CGRP 受

容体を持つ自律神経の反応を引き起こし自律神経作用を促進する。 
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